- 



杉田玄 白が、 新大 橋の 中 邸 を 出て、 本 石 町 三 丁目の 

みのこく 

長 崎屋源 右衛門 方へ 着いた の は、 巳 刻 を 少し 回った ば 

かりだった。 

が、 顔馴染みの 番頭に 案内され て、 通 辞、 西 善三郎 

の 部屋へ 通って 見る と、 昨日と 同じように、 良 沢 はも 

うとつ くに 来たと 見え、 悠然と 座り込ん でいた。 

玄白 は、 善 三郎に 挨拶 を 済す と、 良 沢の 方 を 振り向 

きながら、 



こうず ま.、 ゾ 

問に 志 ある 者 を 初め、 好事の 旗本 富 商の 輩まで が、 毎 

日の ように 押し かけて いた。 

ことに 御 医術の 野 呂玄丈 や、 山形 侯の 医官 安富 寄碩、 

同藩の 中川淳 庵、 蔵 前の 札 差で 好事の 名 を 取った 青 野 

長 兵衛、 讃岐 侯の 浪人 平賀源 内、 御坊 主の 細 井 其 庵、 

御 儒者の 大久保 水 湖な どの 顔が 見えぬ こと は 希だった。 

そうした 一座 は、 おぼつかない 内通 辞 を 通じて、 力 

ピ タンに いろいろな 質問 をした。 それが、 たいてい は 

オランダの 異風 異 俗につ いての、 た わい もない 愚問で 

ある ことが 多かった。 カピタンの 答に よって、 それが 

愚問で ある ことが わかる と、 皆 は 腹 を 抱えて 笑った。 



また、 ゥェ— ル グラス (晴雨計) や、 テル モメ— ト 

ル (寒暖計) や、 ドン ドル グラス (震 雷 験 器) など を 

見せられ ると、 彼ら は、 子供が 珍しい 玩具に でも 接し 

たように 欣んで 騒いだ。 

が、 こんな 時、 一座 を 冷然と 見下す ように 座って い 

るの は 良 沢だった。 彼 は、 みんなが 発する ような 愚問 

は、 決して 発しなかった。 彼 は、 初めから 終りまで、 

冷笑と も 微笑と も つかない 薄笑い を 唇の 端に 浮べ なが 

ら 黙って きいて いた。 

一座が、 た わい もな く 笑っても、 彼のし つかりと 閉 

された 口 は、 容易に ほころびなかった。 



沢が 自分よりも 早く 来て いた ことが、 かなりの 打撃 

だった。 

が、 彼 は 良 沢に かまいす ぎる 自分の 心 持 を 恥じた。 

彼 は、 良 沢た だ 一人し かいない の を 幸いに、 自分の 素 

志 を 述べて みた。 

「西 氏！ 今日は、 ちと 御 辺に 折り入って お尋ねし よ 

うと 思う ことが) ，1 ざるの じ や、 それ は 余の 儀で は ^ ざ 

らぬ。 総体、 オランダの 文字と 申す もの は、 われら 異 

国の 者に も、 読める もので ござろう か。 それとも、 い 

かほ ど 刻苦いた しても 読めない もので ござろう か。 

有様に お答え 下されい。 われら 存 ずる 子細 も ござる ほ 



挟んだ。 

「いや、 御両 所のお 言葉で は ござる が、 われらの 存ず 

る 子細 は 別 じ や。 およそ、 紅毛人と は 申せ、 同じ 人間 

の 作った 文字 書籍が、 同じ 人間に 会得で きぬと いう 道 

理は、 さらさら ござらぬ わ。 われらが 平生 読み書きい 

たしお る 漢字 漢語 も、 また われら 士大 夫が 実践いた し 

おる 孔孟の教え も、 伝来の 初めに は、 只今の オランダ 

の 文字 同様 一 切 不通の もので あつたに 相違 ござらぬ わ。 

それ を、 われらの 遠つ 祖 どもが、 刻苦いた して、 一 語 

半 語ず つ 理解いた して 参つ たに 相違 ^ /ざらぬ。 遠つ 祖 

どもの 苦心が あれば こそ、 一 一千 年 この 方、 幾 百億の 人々 



企てに 与 ら せねば ならぬ ほどの 義理 も 責任 もない と 

思って いた。 が、 彼 は 自分の 心の底に、 良 沢の 来ない 

こと を欣 ぶような 心が 潜んで いる ことに 気づ いて いる 

やま 

だけに、 そのまま 黙って いるの が 疚しかった。 

「いや 知らすべき 便がない と は、 限り 申さぬ。 本 石 

ぎ わ 

町の 木戸 際に は、 さだめし 辻 籠が いる ことで，、 - J ざろう。 

手紙 を 調え、 辻 籠の 者に 置き 捨てに いたさ すれば、 念 

がと どかぬ こと は ござるまい」 

玄 白の 考え は、 時に とって 名案だった。 

「それ は、 天晴 のお 心 付き じ や」 

一 座の 者 は、 皆 それに 賛成した。 玄 適が、 すぐ 手紙 



玄 適が、 好奇の 目 を 輝かしながら、 それ を 受け取つ 

た。 五 人の 目が、 一 斉に それに 注がれた。 が、 玄白は 

一 目 見る と、 自分の 目 を 疑わずに はおられなかった。 

それ は、 自分が 懐中して いる タ ー ヘル アナ ト ミアと、 

寸分 違わぬ 同 版 同 刻の 書であった。 

彼 は、 茫然と して 語がなかった。 良 沢に 対して 主張 

し 得る と 思って いた 彼の 最後の 拠り どころ は、 脆く も 

踏みに じられ てし まった のであった。 が、 玄白 は、 懐 

中して いる 自分の 本 を 出さない わけに もい かなかった _ 

「前 野 氏 は、 かねてから 御所 持で ござった か。 実は、 

拙者 もこの ほど、 一 本 を 求め 申して ござる」 



玄白は 何気ない ように 披露した。 が、 彼が 昨夜から 

楽しみに していた 披露す る 折の 得意 さ、 晴れが まし さ 

など は 微塵 も 感じられなかった。 韮を嚙 むような 気持 

であった。 

が、 良 沢 は、 それ を 見る と、 心からお どろいた らし 

かった。 彼は玄 白の 差し出した 本 を 取り上げながら、 

表紙 や 扉 を 打ち返して 見た。 

「これ は 紛れ もな く 同 本 じ や。 不思議な 奇遇で ござる。 

奇遇で ござる」 

そういいながら、 良 沢 は 幾度 も 手 を 打った。 良 沢の 

態度 は、 天空の) J とく 開豁 だ つ た。 



刑場から 六、 七 町の 間、 皆 は 黙々 として 銘々 自分 自 

t こ，. P ぼ 

身の 感激に 浸って いたが、 浅 草 田圃に 差し かかる と、 

淳 庵が 感に 堪えた ようにい つ た。 

「今日の 実験、 ただただ 驚き入る の ほか はない ことで 

ござる。 かほ どの こと を、 これまで 心づ かずに 打ち 過 

した かと 思えば、 この 上 もな き 恥辱に 存 ずる。 われ わ 

れ医を もって 主君 主君に 仕える ものが、 その 術の 基本 

とも 申すべき 人体の 真 形 を も 心得ず、 今日まで 一 日 一 

日と その 業 を 務め 申した かと 思えば、 面目 もない こと 

で ござる。 何と ぞ、 今日の 実験に 基づき、 おおよそに 

も 身： K: の 真理 を わきまえて 医 をいた せば、 医 を もって 



なげ 

うする 良友 もな く、 慨き 思う のみに て、 日 を 過して ご 

ざる。 もし、 各々 方が、 志 を 合せて 下されば 何よりの 

みぎ リ 

幸い じ や。 幸い、 先年 長 崎 留学の 砌、 蘭 語少々 は 記憶 

いたして ござる ほどに、 それ を 種と いたし、 共々 この 

タ— へ ル アナ トミ ァを 読み かかろう では ござらぬ か」 

と、 いった。 

玄白 も、 淳庵 も、 玄適 も、 手 を 打って それに 同じた _ 

彼ら は、 異常な 感激で 結び 合された。 

「しからば、 善 はいそげ と 申す。 明日より 拙宅へ お 越 

しなされい！」 

良 沢 は、 その 大きい 目 を 輝かしながら いった。 



入れ 得る 欣 びで、 会集の 期日 ごとに、 児女 子の 祭 見に 

行く 心地に て、 夜の 明くるの を 待ち かねる ほどに なつ 

ていた。 

七 

玄 白が、 最初 良 沢に 対して & いていた 軽い 反感な ど 

は、 もう 跡形 もなかった。 彼 は 良 沢の 人となり とその 

篤学に、 心から 尊敬 を 払って いた。 



「いや、 拙者 かって 九州 を 歴遊いた した 折、 太宰府の 

天満宫 へ 参詣 いたした 節、 かように 申して 起 誓し た マ J 

とが ござる。 良 沢が 蘭学に 志 を 立て 申した は、 真の 道 

みょうもん 

理を 究めよう ためで、 名聞 利益の ためで は ござらぬ 

ゆえ、 この 学問の 成就す るよう 冥 護 を 垂れた まえと、 

かように 祈り 申した のじ や。 この 誓いに も 背き 申す ゆ 

え、 序文の 儀 は 平に 許させられい！」 

それ をき いた 玄白 は、 寂しかった。 が、 彼 は 自分の 

態度 を 卑下す る 気に は、 少しも なれなかった。 彼 は、 

良 沢の 態度 を 尊敬した。 が、 それと 同時に、 彼 は 自分 

の 態度 を 肯定せ ずに はおられ なか つ た。 
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